
 

「パンドラの箱
はこ

」という話
はなし

がありま

す。まだ、人間
にんげん

が苦しみ
くる      

や悲しみ
か な     

、怒り
いか   

などを知らなかった
し      

頃
ころ

、プロメテウス

という巨人
きょじん

が神様
かみさま

だけが持って
も   

いた火
ひ

を、こっそり人間
にんげん

に分けました
わ      

。それを

知った
し   

神
かみ

の王
おう

のゼウスは怒りました
おこ            

。火
ひ

を盗んだ
ぬす      

人間
にんげん

に、罰
ばつ

として「絶対
ぜったい

に開けて
あ   

はならない」という箱
はこ

を、パンドラと

いう女性
じょせい

に持たせて
も     

、人間
にんげん

の世界
せ か い

に送りました
おく           

。これがパン

ドラの箱
はこ

です。 

ある日
ひ

、パンドラは、我慢
が ま ん

ができずに、箱
はこ

のふたを開け
あ  

て

しまします。すると、箱
はこ

の中
なか

から「病気
びょうき

」や「痛み
いた   

」「怒り
いか   

」

「憎しみ
に く     

」「不満
ふ ま ん

」「災い
わざわ  

」などが吹き出して
ふ  だ   

、人間
にんげん

を苦しめる
くる        

ようになりました。 

しばらくしてからパンドラがまた、箱
はこ

のふたを開けて
あ   

みる

と底
そこ

の方
ほう

に何
なに

かが残って
のこ      

いました。それは「希望
き ぼ う

」でした。

パンドラは、苦しんで
くる         

いた人間たちに「希望
き ぼ う

」を放った
はな      

、と

いう 話
はなし

です。希望
き ぼ う

があるから、私たち
わたし     

は生きて
い    

いける    

ということだと思います
おも         

。          村越 新 

                      はこ

かた 


